
調査の概要

川内袋遺跡は、日本海沿いにある JR 羽越本線五十川

駅の東方 400 ｍに位置する。出羽山地から日本海に注

ぐ五十川右岸の舌状に張り出す丘陵部及びその裾部分に

立地している。

昭和 58年に裾部分が開田され、遺跡のかなりの部分

が破壊されたと考えられる。この時に縄文土器や石器が

多量に出土して地元中学生により採取され注目された。

この出土遺物は現在五
い ら が わ

十川小学校に保管されている。

また、これより先の昭和 50年代前半には高台の丘陵

部分に重機が入り整地されたと聞いている。

今回の調査は、日本海沿岸東北自動車道路建設に伴う

緊急発掘調査として行われた。山形県教育委員会による

平成 10年度の表面踏査、平成 17・18 年度の試掘調査

で柱穴などの遺構や縄文土器・石器が確認された遺跡で

ある。

今年度の調査は道路建設にかかる 6500 ㎡について実

施した。調査の便宜上、調査区をＡ～Ｃ区の３地区に分

けて行った。

A区は丘陵裾部分に位置し地目は水田である。標高約

17mを測る。遺物包含層の厚さは 60cm 程もあり、縄

文土器や石器が大量に出土している。B・C区は尾根状

を呈する丘陵部に位置し地目は雑木林で標高 36mを測

り、大型住居跡・フラスコ状土坑・陥
おとしあな

穴等が検出された。

遺構と遺物

Ａ区では縄文時代前期の竪
たてあなじゅうきょ

穴住居跡 4軒と土坑・柱穴

ピットが検出された。このほか縄文時代後期と見られる

土坑１基が検出されている。1軒の竪穴住居跡では床（土

間）が 3回ほど作り変えられているものがあり、炉跡

には縄文土器が埋設されていた。この他の竪
たてあなじゅうきょ

穴住居跡で

は地面で直接火を焚いた「地
ちしょうろ

床炉」が検出されている。

 川
かわうちぶくろ

内袋遺跡

遺 跡 番 号 1968（山形県遺跡地図）

調 査 次 数 第１次

所 在 地 山形県鶴岡市大字五十川字川内袋

北緯・東経 38 度 40 分 04 秒・139 度 37 分 31 秒

調査委託者 国土交通省東北地方整備局酒田河川国道事務所

調 査 原 因 日本海沿岸東北自動車道（温海～鶴岡）建設

調 査 面 積 6,500 ㎡

現 地 調 査 平成 19 年５月８日～ 12 月 18 日

調査担当者 齋藤主税（調査主任）・阪英子・渡辺和行

調 査 協 力 東日本高速道路株式会社東北支社鶴岡工事事務所・庄内教育事務所・鶴岡市教育委員会

遺 跡 種 別 集落跡・狩猟場

時 代 縄文時代

遺 構 竪穴住居・陥穴・貯蔵穴・炉跡・土坑・ピット

遺 物 縄文土器・石器・須恵器

 （文化財認定箱数：466 箱）

遺跡地図
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また、尾根上のＢ・Ｃ区から崩れてきたと見られる多

量の土器と土砂、大小の礫群が多数確認されている。

Ｂ・Ｃ区では大型住居跡１軒・竪
たてあなじゅきょ

穴住居跡 2軒・フラ

スコ状貯
ちょぞうけつ

蔵穴約 20基・陥
おとしあな

穴 13 基・柱穴・ピット（小穴）

などが多数検出された。竪
たてあなじゅうきょ

穴住居跡の上に大量の土砂や

土器、石器が捨てられて埋没した後に陥
おとしあな

穴が掘り込まれ

ている例も確認された。

出土した遺物のほとんどは縄文時代前期後葉～末葉の

土器、石器である。この他には少量の縄文前期前半、後

期の土器片、さらに僅少ではあるが須恵器片が出土して

いる。縄文時代前期の土器は大木４～６式の土器が主体

である。

石器は尖
せんとうき

頭器、石
いしさじ

匙、石
いしべら

箆、石
せきぞく

鏃、磨
ませい せ き ふ

製石斧、石
せきすい

錘、石皿、

磨
すりいし

石、玦
けつじょう

状耳飾、石製品などが出土している。

まとめ

川内袋遺跡は縄文時代前期後葉～末葉を中心とする集

落跡、包含層の遺跡である。標高 17m程の丘陵裾部の

A区からは竪穴住居跡と遺物包含層が検出され、標高

36m程の尾根上の B・C調査区からは大型住居跡・竪穴

住居跡・フラスコ状土坑跡・陥穴・小穴などが検出され

ている。

出土遺物は最終的に 466 箱を数えた。その７割ほど

が A区の遺物包含層から出土している。

川内袋遺跡の今回の調査の特徴は、大量に出土した縄

文土器・石器の遺物量に比べ、検出された縄文時代の住

調査区概要図　S=1/1000

調査区全景

居跡などの遺構が少ないことがあ

げられる。その理由はいくつか推

定される。

一つには今回の調査区の西側が

25 年ほど前に開墾破壊され、遺

構も消滅してしまった。二つ目に

は、この遺跡の所在地がかなり以

前（縄文時代？）から地滑り地帯

であり、遺構が埋没してしまって

いる。三つ目には、今回調査した

地区の外に川内袋遺跡の中心部が

ある。

以上のことが可能性として考え

られる。
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A 区遺構配置図　S=1/400

A 区全景 ( 北側より )

A 区遺物出土状況

竪
たてあなじゅうきょ

穴住居 ST1

石
いしさじ

匙 縄文土器

A区遺物出土状況
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B・C区全景

陥
おとしあな

穴 SK101 貯
ちょぞうけつ

蔵穴 SK433 断面

大
おおがたじゅうきょ

型住居 ST500 全景

B・C区遺構配置図　S=1/600

　         陥
おとしあな

穴 SK226　
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